
第９回 朝霞地区訪問看護ステーション連携の会 アンケート集計結果

日時：令和７年9月11日(木) 18：00～19：30

【講師】山岸暁美先生
一般社団法人コミュニティヘルス研究機構 コミュニティヘルス研究部 機構長

慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室

【テーマ】「有事に一人で抱え込まないための、医療・介護の役割と連携」

-災害・感染症に備える地域ケア体制づくり-

【参加者数】

■事前申込数：56名

■当日参加者数：49名

■アーカイブ再生回数：45回（配信期間9/12～9/26)

【アンケート】

■回答者数：33名（内、アーカイブ視聴後の回答者8名)

■回答率：51％（当日回答者数/当日参加者数）

■集計期間：9/11～9/26

●医師（診療所）／3%
●看護師・保健師・准看護師
（病院・診療所）／9.1%

●看護師・保健師・准看護師
（訪問看護ステーション）／36.4%

●PT・OT・ST／9.1%
●ケアマネジャー／15.2%
●薬剤師／6.1%
●地域包括支援センター職員／9.1%
●行政職／3%
●有料老人ホーム管理職／3%
●福祉用具貸与事業者／3％
●有料老人ホーム管理者／3%





７．本日の研修を通じて、「災害・有事の際の連携」に関して、ご自身の実務に活かせると思うことを自由にお書きくだ

さい。26 件の回答

・施設設備等の地域連携について、行政と検討する必要を感じている。

・作ったBCPの見直し

・有事において、まずは、事業所内でのマンパワー、最低限可能な業務を認識し、地域へと広げていきたいと考えました。

・他事業所と話し合う機会を持つのは難しいので、ひとまず同じ法人内で話し合う時に今日の学びを活かせるように提

案したい。地域で災害時の行動について共通認識を持てるよう、自治体に働きかけたい。

・有事の際の対応について、事務所内での取り決めをマニュアル化していなかったので、これから作成したいと思います。ま

た、ご講義の中にありました『有事の際の出勤可否表』を作成して、職員と共有したいと思います。

・有事の際の出勤確認票の作成などから始めたいと思います

・平常時の備えと有事が起こった時の情報収集を行うために日ごろからの連携が大事だということが分かりました。

各事業者と連携があれば、ご利用者や患者さんらのいる場所から、今一番近くにいる場合、安否確認が取れると思い

ます。

・具体的には直ぐに思いつきません。

・有事の際の行動を頭にいれておくことで、その通りに行かない時でも軸に沿って動くことができるという事例があり、自分

での判断だけで動かないといけないことが起きたときでも、判断の材料や選択肢として緊急対応マニュアルをしっかり把握

しておこうと思いました。

・アクションカードを作りたいと思いました。

・個別避難計画を作成する方向で考えます！連携型をより深めたいです。 SMSで連絡が取れるかデモをしたいと思い

ます。

・利用者との契約時に避難場所と家屋の耐震について確認していますが、自助としての支援体制についての確認もして

いきたいと思いました。

・有事の際の出勤可否表を作ろうと思いました。

・グループワークで、他の方々の意見や知見を聞けた経験が大変有意義でした。ありがとうございました。

・基本的な事がわかっていなかったと思いました。明日ステーションで共有して話し合います。基本的な決まり事を作ろう

と思います。アクションカードを印刷して持っておこうと思います。

・BCPを再確認します。

・自分の自宅周辺、利用者様ご自宅周辺や環境の情報収集を行っておくことで、有事の際も慌てず対応できる手段を

身につけていこうと思いました。

・BCPだけでなく、平時からの情報交換の有用性

・利用者宅訪問時は二人一組で行くこと。とても参考になりました。

・利用者様が誰と何処に避難するのか？など情報収集していこうと思います

・施設設備を地域の方にどう開放していくのかという課題があります。

・災害時に、二人で行動しようと思いました

・地域BCP、連携BCPがいかに重要か

・地域でのBCPを考えるきっかけになった

・自部署で作成したBCPの見直しを行い、シュミレーションをとしてステーションないでもう一度共有をしていきたいと思いま

した。



８．今後の研修で取り上げてほしいテーマや希望があればご記入ください。3 件の回答

・本日の講義の後半（続き）を聴きたいです。

・ACPの実践研修や事例検証

・このテーマの今後

９．本日の研修会全体についての感想をお聞かせください。33 件の回答

・とても有意義であり、課題提起していただきありがとうございました。

・とても有意義でした。カルテに色分けをしトリアージしておくなど直ぐにできそうなことをグループワークで教えてもらえました

・具体的な状況を取り上げていただくことで、備えが必要な部分に気づかせていただきました。

分かりやすかったです。

・有事に備えて、平時から準備をする重要性を改めて感じました。本日はありがとうございました。

・5.6の質問に対して、かなり時間が足りず最後まで話すことができなかった。 グループワーク後に、もっと先生からの話も聞ける

と良かった。聞きたかった。みんなの手元に資料がなくスムーズに進まなかった。

・地域で連携していくためには、もう少し積極的に取り組んでいく必要性があると思いました。

・有名な山岸先生のお話が聞けて貴重な経験ができました。ありがとうございました。

・できれば18時半からの開始を希望します。

・先生の優しい言葉の中に、切実な思いが感じられました。 ありがとうございました。

・BCPという言葉も知らなかった。最近、地震や大雨等災害が多いので、平時から考える必要があると思いました。

・初期や緊急対応だけでなく、移動手段や人数が限られたなかで医療やケアを中断させないかイメージしておくことが必要だ

と思いました。また、1つの事業所だけではできることは限られており、平時の際の連携がなければ、緊急時も対応できないた

め地域でのコミュニティが有事の際に浮き彫りになるとおもいました。平時の時にできないことは有事の時にはできないと言わ

れていたので、少しずつでも地域で連携し有事に備えていければと思いました。またスタッフ一人一人が判断し動けるように対

策もしなければと思いました。

・普段意識しない、でもとても大切な事だと思いました。ありがとうございました。

・とても意義のある研修でした。事業所内で共有させていただきます。 ありがとうございました。

・大変学びになりました。 より具体的な話も聞きたかったです。 また、改めて、機会があれば宜しくお願いします。

・やることが山積みな感覚になり、焦りも感じますが、BCPの側面からも地域連携って本当に大切なのだと改めて感じました。

（アーカイブを視聴したので設問5.6は正確にはわかりませんが、とても有意義だった、多くの気付きがあったにチェックを入れて

おります。）

・グループワークの時間が短すぎました。もう少し皆さんの意見を聞きたかったです。

・災害に対する自分の知識不足に危機感を感じました。災害時は想定外のことが起こること、また自事業所が対応できるか

を深く考えるきっかけとなりました。日頃から災害に対して自分事と捉え、シュミレーションを繰り返していきたいと思います。あ

りがとうございました。

・とても勉強になりました。が、内容が濃く、時間が短かったと思いました。もう少し内容を絞って、じっくりお話しを聞きたかった

です。 研修の企画開催、ありがとうございました。

・BCPは目的ではなく手段と理解していても、バージョンアップがなかなかでした。山岸先生のBCPの講義、今回は2回目の

拝聴です。やるべき課題が沢山あると改めて思いました。今回は連携の会でこのような取り組みに参加させてもらい、機関だ

けでなく、連携型と地域BCP/BCMをこれから意識して考えていかなくてはと学ばせてもらいました。ありがとうございました。

・ありがとうございました。グループワークのタイミングもすごく良かったです。本当に何もイメージついてなかったのでシュミレーション

を前に固まってしまいました。普段から考えておかないとできないことだと思いました。

・先に資料が欲しかった 山岸先生の講演が力強かった

・普段できないことは有事もできないということが印象的でした。スタッフや利用者様とも日常から災害時のことなど話し、マ

ニュアル化、可視化していきたいと思いました

・検討していくことが沢山ありましたが、優先順位を決めて、対応方法を確立したり、ブラッシュアップしたりすることで適切な

対応を行い、安全が確保できる連携が取れたらと感じました。

・大変有意義でした

・自己都合で途中退席となり最後まで参加できず残念ではありましたが、今後も可能な範囲で研修には参加したいと思い

ます。

・BCPの重要性はわかったが、行動できるかは不安です

・大変役に立つ研修課題であり、今後も継続して取り組んでいきたい課題です。

・研修後、災害時の行動の確認や集合場所の再確認も事務所内でおこないました。時々振り返ろうと思いました

・地域BCP、連携BCPがいかに重要かは理解できたが、実際にどうしたらいいのかわからなかった

・グループワークも講演も時間が足りない、消化不良な感じがしました

・有意義な研修でした。ありがとうございました。

・BCPシュミレーションは実際の研修に使用できる内容でした今回の研修で多職種との情報交換が学びが深かった お忙しい

中 研修の開催ありがとうございました


